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区民の皆様へ

　「第五地区心潤う豊かなまちづくり協議会」では、４月25日（金）にホテル信濃路において、来賓として寺澤
和男市議会議員にご出席いただき、第五地区から32名の評議委員が出席して評議委員会（総会）を開催しました。
　寺澤市議からは、「相生橋は老朽化が激しく、大型車両の通行に支障をきたしております。道幅を広げて新しい
相生橋を建設し、長野市街に入る国道19号線の渋滞緩和に役立てるべく市と折衝しており、地域の皆さまと共に
実現できるよう取り組んでまいります。また、来春は新幹線の金沢延伸と共に善光寺御開帳が開かれます。従来は
善光寺界隈だけが賑わっておりましたが、加藤市長は長野駅から善光寺までの中央通りを
イベントの会場にし、大勢の参拝者に参加していただき、賑わいをつくりだす今までにな
い発想で活性化する構想を抱いておられます。地域の関係の皆さまにご理解とご協力をい
ただき素晴らしい御開帳が出来ますようにお願いしたい。」などごあいさつがありました。
　次いで議事に移り、平成25年度事業報告・決算報告ならびに平成26年度事業計画案・
予算案など一連の議案が承認されました。
　また、永年第五地区の発展に精力的に取り組まれご尽力いただきました、武井義忠南石
堂町区長ならびに小林 眞 中御所区長は退任され、新たに五明名兄氏と篠原好一氏が就任
されました。

　日頃は第五地区の発展に一方ならぬご尽力をいただきまして、厚くお礼申し上げます。
　第五地区は中心市街地に位置しており、４つの部会を中心に事業活動を展開しており、主だった活動は

「協議会だより」でその都度住民の皆さまにお知らせしております。
　近年私たちを取り巻く社会環境は、経済状況の低迷、少子高齢化の進行、地域社会や家庭での人間的なつ
ながりの希薄化などにより、高齢者、障害者をはじめ生活支援を必要とする方には、厳しい状況に置かれて
おります。
　身近な所で様々な課題が生じている昨今、自らの暮らしているまちで自らの手で住みよいまちにしていく
ために「共助」の取り組みが、今、求められているのではないでしょうか。
　昨年７月から始まりました「地域たすけあい事業」で、お年寄りや母子・父子家庭などの方が、日常生活
で困った時に家事に関するお手伝いをする「家事援助」や、病院への通院など歩行困難の方の外出のお手伝
いをする「福祉移送」で、ご利用される方が着実に増加しており、皆さまに喜ばれております。
　また、２月から地域の代表の方で、福祉に関して「自分たちのまちは、自分たちでつくる」精神で、地域
福祉活動計画策定委員会を立ち上げ、地域住民の皆さまのご意見を聞きながら、住みよい第五地区をめざし
て「地域福祉活動計画」の策定に取り組んでおります。　　　　　　　　　　

　特に、最近の異常気象により、いつ災害に襲われるか予測がつかない状況になってお
ります。いざというときに「援護が必要なひと（災害時要援護者）」が困らないように
「地域防災体制づくり」の取り組みが求められております。
　「誰でも　何時でも　居心地よく」の実現をめざして、住みよいまちづくりに取り組ん
でまいります。第五地区が今後更に発展すべく、各部会の活動計画にそって事業を展開
してまいりますので、どうか皆さまの積極的なご参加とご指導、ご鞭撻をいただきます
よう切にお願い申し上げます。　

第五地区心潤う豊かなまちづくり協議会 会長　高見澤 忠明　

平成２6年度 評議委員会（総会）を開催しました

■ 会長あいさつ 



　第五地区のキャッチフレーズである「誰もが　何時でも　居心地よく」を基
本とし、お互いに支え合い、安心して暮らせる「心潤う豊かなまちづくり」を
目指すため、４部会がそれぞれの事業計画に沿って活動してまいります。

　当協議会の活動を広く住民や
他地区に理解していただくため
の広報活動を行い、併せて商工
会等との連携を図り「心潤う豊
かなまちづくり」を目指す事業
を実施します。

　安全で安心して暮らせるまち
づくりを目指すため、交通安
全・防災・防犯関係の事業を実
施します。

　「思いやりの心で集う美しい
まちづくり」を目指し、住民の
福祉健康に関する事業や、地区
の環境美化に関する活動を実施
します。

　次世代を担う青少年の育成
や、人権意識の高揚のための啓
発活動を行うため、家庭・学
校・地域の連携事業、生涯学習
推進、世代間交流、人権同和、
文化・スポーツ事業を実施しま
す。

◦広報活動の充実（協議会だよりの発行など）
◦視察研修の実施　
◦ ５地区合同の市民会議（活き生き第一から第

五地区みんなでトーク）の開催　など　

◦防災訓練の実施
◦防災マップの有効利用策の検討（実施）
◦防災グッズの整備
◦防災研修会の実施
◦自主防災組織づくりの検討
◦交通安全、犯罪防止研修会の開催　など

【健康福祉事業】
◦福祉研修会の開催
◦ 健康づくりに関する事業（ノルディックウォー

キング講習会など）の開催
◦地域福祉活動計画の策定　など

◦地区スポーツ大会の開催 
◦早朝マラソン大会の開催
◦人権教育研修会の開催
◦生涯学習、青少年に関する視察研修の開催
◦他団体との連携事業　など

【環境美化活動】
◦裾花川河川敷清美の実施
◦ゴミ分別・収集に関する業務及び事業の実施
◦ゴミ処理、分別収集に関する研修会の開催
◦ 「花いっぱい活動」「緑化活動」「蛍の飛び交

う水辺作り」事業の実施
◦資源物リサイクル活動の実施
◦他地区の環境部会との合同事業　など

部会長　青木　武雄 部会長　五明　名兄

部会長　篠原　好一

部会長　内山　貴司

総務広報部会 安全防災部会

健康福祉環境部会

生涯学習青少年育成部会

事 業 計 画



【収入の部】 （単位：円） 【収入の部】 （単位：円）
大項目 中項目 予算額 決算額 比較 大項目 中項目 予算額 前年比較

１公的補助金
地域いきいき運営交付金 7,130,000 7,130,000 0

１公的補助金
地域いきいき運営交付金 7,150,000 20,000

補助金 215,000 1,290,398 1,075,398 補助金 1,630,000 1,415,000
２負担金 地域負担金 930,000 919,162 △10,838 ２負担金 地域負担金 950,000 20,000
３諸収入 雑収入 301,842 159,640 △142,202 ３諸収入 雑収入 156,280 △145,562
４繰越金 前年度繰越金 1,153,158 1,153,158 0 ４繰越金 前年度繰越金 1,323,720 170,562

収　入　合　計 9,730,000 10,652,358 922,358 収　入　合　計 11,210,000 1,480,000

【支出の部】 （単位：円） 【支出の部】 （単位：円）
大項目 中項目 予算額 決算額 比較 大項目 中項目 予算額 前年比較

１事務局費
　（共通経費）

１人件費 1,900,000 2,246,325 △346,325

１事務局費
　（共通経費）

１人件費 2,254,000 △354,000
２備品消耗品費 210,000 98,500 111,500 ２備品消耗品費 200,000 10,000
３通信運搬費 50,000 49,060 940 ３通信運搬費 80,000 △30,000
４会議費 380,000 282,885 97,115 ４会議費 380,000 0
５旅費 10,000 0 10,000 ５旅費 10,000 0
６印刷製本費 460,000 582,268 △122,268 ６印刷製本費 552,000 △92,000
７使用料 50,000 50,662 △662 ７使用料 70,000 △20,000
８維持管理費 50,000 73,755 △23,755 ８維持管理費 80,000 △30,000
９その他 430,000 392,580 37,420 ９その他 430,000 0

小　　計 3,540,000 3,776,035 △236,035 小　　計 4,056,000 △516,000

２事業費

１総務広報部会 700,000 481,157 218,843

２事業費

１総務広報部会 700,000 0
２健康福祉環境部会 970,000 669,823 300,177 ２健康福祉環境部会 1,150,000 △180,000
３安全防災部会 510,000 326,419 183,581 ３安全防災部会 510,000 0
４生涯学習青少年育成部会 600,000 354,809 245,191 ４生涯学習青少年育成部会 670,000 △70,000
　　　小　　計 2,780,000 1,832,208 947,792 小　　計 3,030,000 △250,000

３配分・委託料 行政連絡事務費他 3,300,000 3,511,365 △211,365 ３配分・委託料 行政連絡事務費他 3,555,000 △255,000

４繰出金
１やる気支援補助金 40,136 9,030 31,106

４繰出金
１やる気支援補助金 0 40,136

２運用資金（災害等基金） 0 200,000 △200,000 ２運用資金（災害等基金） 0 0
　　　小　　計 40,136 209,030 △168,894 　　　小　　計 0 40,136

５予備費 69,864 0 69,864 ５予備費 569,000 △499,136
支　出　合　計 9,730,000 9,328,638 401,362 　支　出　合　計 11,210,000 △1,480,000

平成25年度決算 平成26年度予算
（平成25年４月１日～平成26年３月31日） （平成26年4月1日～平成27年3月31日）

収入金額  10,652,358円
支出金額  9,328,638円
差引残高   1,323,720円

収入金額  11,210,000円
支出金額  11,210,000円
差引残高  0円

　４月は各町で住民総会が開催され、平成25年度の事業報告、会計報告と、平成
26年度の事業計画（案）、予算（案）などが議事にかけられ、総会の出席者で審
議され、承認されれば、事業はこの計画・予算に基づき、今後１年間にわたり執行されます。
　中御所区で４月13日（日）午後７時から中御所公民館で風間県議、寺澤市議を来賓としてお迎えし、住
民総会が開催されました。
　中御所区で11年間にわたり、区の発展に尽力されてこられた区長の小林 眞氏は顧問に就任され、２月
14日の区長選挙で指名された篠原好一新区長から「区の役員、各種団体、区民の皆さまのご協力をいただ
き課題解決に全力をあげて取り組んでまいります。基本的には従来の方針を継承し、『明るく やさしい 住
みよい街づくり』に取り組んでまいります。」とあいさつがありました。次いで議事に入り、各事項は執行
部案どおり承認され総会は無事終了しました。
　第五地区の各町も４月から５月に住民総会が開催されました。平成26年度各町の区長・区長代理は下記
の方々です。なお、南石堂町の武井義忠区長は23年間の長期にわたり町の発展に尽力され、区長を８年間

お務めになられ、第五地区住民自治協議会の設立準備段階から発足して２年間は会長職
をお務めになり地域の発展に尽力され、このたび退任されました。

各町で住民総会開催される
第五地区から
のお知らせ

町　　名 南石堂町 北石堂町 岡田町 中御所 末広町
区　　　長 五明　名兄 内山　貴司 青木　武雄 篠原　好一 高見澤忠明
区 長 代 理 山崎　訓宏 戸谷　敏人 稲田　靖彦 戸谷　裕治
総会開催日 ４月２６日 ５月１０日 ４月３０日 ４月１３日 ５月２２日

（敬称略）



お 知 ら せ各 町 か ら の お 知 ら せ各 町 か ら の

～おかげさまで合格！～

～豪雪とのたたかい～
　最近の異常気象により、2月に入り8日、15日と週末に全国的に記録的な大雪に見舞われ、長野市役所建設部
維持課の話では、長野市の最大積雪量が70㎝に達し1946年12月の80㎝以来の大雪になったとのことです。
長野市でも市道路雪害対策本部を立ち上げ、24時間体制で除雪対策に取り組みました。長野市の道路は全延長
4,300㎞の内、除雪指定路線が1,300㎞あり、まず幹線道路で孤立集落をなくし、運休しているバス路線の確
保を優先すべく懸命に除雪に取り組んでおりました。4時間で一気に30㎝も積もったので、除雪のスピードも
普段より極端に落ちて、市民からいつ除雪してくれるのかとの要望が殺到していたそうです。建設業者131社
に重機243台フル稼働で除雪を行いましたが、市民からの要望に応えきれない状況が続いておりました。南石

堂町では、2月21日（金）から23日（日）の３日間にわたり、平和通り（道路幅
6ｍの近畿日本ツーリストから金沢工業の国道19号までの間）の生活道路の除雪を
行いました。２tダンプカー3台とバックホーンの重機２台で、約20㎝の雪がコンク
リートのように堅く固まっている氷状の雪を取り除く作業を行いました。懸命な作

業にもかかわらず、作業の効率はなかなか上がらず困難を
強いられましたが、見事にきれいに除雪されました。
　武井区長は「あの大雪の積雪で通行が困難だった道路
は、大変な作業でしたがおかげさまできれいになり、近隣
の皆さまに喜ばれております。」と語っておられました。

南石堂町
より

中御所
より 合格御礼祭

大雪のあとの道路整備

　前日までの寒くて雪がちらつく陽気から一変し、春の日差しが降り注ぐお彼
岸の穏やかな３月23日（日）に中御所の学問の神様 菅原道真公を祭神とする御所天満宮で行
われた合格御礼祭に入試に合格した生徒さんが大勢報告に訪れました。
　午後１時から、斎藤宮司らによる合格御礼の一連の儀式が厳かに執り行われ、合格者代表などによる玉串奉
天のあと、斎藤宮司から「学ぶことは学問だけでなく、人生において沢山あります。これからも精進努力して
勉学にも励んでください。皆さん合格してホッとしておられることでしょうが、身も心もしっかり整えて勉学
に励んでください。楽しい学生生活を送り未来に突き進んでください。」との訓示がありました。続いて小林中
御所区長は挨拶で「合格おめでとうございます。めでたく合格で
きましたのは、皆さんの努力が７割、ご家族や周りの人の協力が
２割、残りの１割は天満宮の『おかげ』と思います。これからの
人生でいろいろあろうかと思いますが、天満宮の前を通った時に
は、手を合わせて頂けたらと思います。」と述べられました。
　寺元淳志君（中御所在住）のお母さんは、「合格するまで大変で
した。『おかげさまで』合格できました。これからも大変なことが
多いと思いますが、頑張ってもらいたいと思います。」と喜んでお
られました。


